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(百万円未満切捨て)

１．平成27年３月期第２四半期の業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 4,645 △16.1 △10 － 4 △96.2 3 △95.2

26年３月期第２四半期 5,540 △3.9 79 △35.6 120 △14.4 65 △13.4
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 0 20 － －

26年３月期第２四半期 4 28 － －
　

　
（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 13,958 8,109 58.1

26年３月期 13,795 8,180 59.3

(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 8,109 百万円 26年３月期 8,180 百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － － － － － － 2 00 2 00

27年３月期 － － － －

27年３月期(予想) － － 2 00 2 00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　

３．平成27年３月期の業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,200 △5.4 40 － 65 245.1 40 42.4 2 61
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 15,400,000株 26年３月期 15,400,000株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 101,576株 26年３月期 98,337株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 15,300,556株 26年３月期２Ｑ 15,305,314株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、円安の進行により輸出企業を中心に企業業績は改善傾向が見られ

ますが、消費税増税や物価上昇懸念及び夏場の天候不順等も影響して、個人消費の回復時期が遅れる等、実体経済

の動向につきましては先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような状況の中、当第２四半期会計期間の海運業界は荷動きの好調さに比べ船腹過剰の影響を受け、運賃価

格が改善しない厳しい状況にあります。造船関連業界につきましても、海運業界の影響により船価水準が上がらな

い状況が継続しております。

当社といたしましては、このような状況下、売上目標・コストダウン目標を設定し営業・生産活動を行ってきま

したが、舶用主機関の契約価格の厳しさと第３四半期以降への納期のずれ込み、部分品及び修理工事等も売上が伸

びず、原材料費の上昇や新機種機関の開発費用負担も重なる等により、当第２四半期累計期間は、売上高4,645百万

円（前年同期比16.1％減）、経常利益４百万円（前年同期比96.2％減）、四半期純利益３百万円（前年同期比95.2％

減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期末の総資産は13,958百万円となり、前事業年度末に比べ163百万円増加いたしました。主な要因は、

営業債権の増加（350百万円）、棚卸資産の増加（345百万円）や保有株式の時価上昇に伴う投資有価証券の増加

（119百万円）に対し、現金及び預金の減少（477百万円）、減価償却による有形固定資産の減少（157百万円）や退職

給付会計基準の変更による前払年金費用の減少（83百万円）等によるものです。

当第２四半期末の負債は5,849百万円となり、前事業年度末に比べ234百万円増加いたしました。主な要因は、主

機関の契約に伴う前受金の増加（468百万円）に対し、借入金の返済による減少（294百万円）等によるものです。

当第２四半期末の純資産は8,109百万円となり、前事業年度末に比べ71百万円減少いたしました。主な要因は、

配当金の支払いや退職給付会計基準の変更に伴う影響額等による利益剰余金の減少（137百万円）やその他有価証券

評価差額金の増加（70百万円）等によるものです。

この結果、当第２四半期末における自己資本比率は58.1％となりました。

　

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想及び配当予想につきましては、第２四半期実績及び今後の経営環境を踏まえ平成26年10月31日に修正い

たしております。詳しくは、同日付け公表の「平成27年３月期通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」

をご参照下さい。

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 11,000 100 160 100 6.53

今回修正予想（Ｂ） 10,200 40 65 40 2.61

増減額（Ｂ－Ａ） △800 △60 △95 △60 －

増減率（％） △7.3 △60.0 △59.4 △60.0 －

（ご 参 考） 前 期 実 績
（平成26年３月期）

10,777 △47 18 28 1.84

なお、配当予想につきましても、上記公表の「平成27年３月期通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知ら

せ」のとおり、１株あたり２円とさせていただきます。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。見積実効税率を用いて税金を計算すると著しく

合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 会計方針の変更

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

当第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を退職給付

の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

この結果、当第１四半期会計期間の期首の退職給付引当金が86,198千円増加し、前払年金資産が83,710千円、繰

延税金負債が60,063千円及び利益剰余金が109,846千円それぞれ減少しております。また、当第２四半期累計期間の

営業損失は6,211千円増加し、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ6,211千円減少しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,355,573 2,877,722

受取手形及び売掛金 2,910,613 2,895,294

仕掛品 2,103,598 2,479,226

原材料及び貯蔵品 435,082 404,693

その他 230,220 589,386

貸倒引当金 △599 -

流動資産合計 9,034,489 9,246,323

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,679,093 1,632,294

その他（純額） 1,568,532 1,458,223

有形固定資産合計 3,247,625 3,090,518

無形固定資産 20,141 22,233

投資その他の資産

投資その他の資産 1,516,213 1,622,540

貸倒引当金 △22,962 △22,648

投資その他の資産合計 1,493,251 1,599,891

固定資産合計 4,761,018 4,712,643

資産合計 13,795,508 13,958,966
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(単位：千円)

前事業年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,479,798 2,466,386

短期借入金 656,084 538,884

未払法人税等 6,960 6,307

引当金 167,892 157,630

その他 556,388 1,020,508

流動負債合計 3,867,123 4,189,716

固定負債

社債 176,000 240,000

長期借入金 1,016,666 838,914

退職給付引当金 85,696 138,780

役員退職慰労引当金 170,403 165,003

その他 299,211 277,148

固定負債合計 1,747,977 1,659,845

負債合計 5,615,101 5,849,562

純資産の部

株主資本

資本金 1,510,000 1,510,000

資本剰余金 926,345 926,345

利益剰余金 5,549,136 5,411,810

自己株式 △30,984 △31,455

株主資本合計 7,954,498 7,816,700

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 232,819 303,612

繰延ヘッジ損益 △6,910 △10,909

評価・換算差額等合計 225,909 292,703

純資産合計 8,180,407 8,109,404

負債純資産合計 13,795,508 13,958,966
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 5,540,130 4,645,789

売上原価 4,733,072 3,945,482

売上総利益 807,058 700,307

販売費及び一般管理費 727,460 710,860

営業利益又は営業損失（△） 79,597 △10,552

営業外収益

受取利息 1,339 1,482

受取配当金 10,282 10,772

スクラップ売却益 14,886 15,311

受取技術料 11,445 -

受取保険金 21,708 -

貸倒引当金戻入額 1,068 912

その他 6,696 9,701

営業外収益合計 67,427 38,180

営業外費用

支払利息 24,834 18,229

その他 1,202 4,748

営業外費用合計 26,037 22,978

経常利益 120,988 4,648

特別利益

投資有価証券売却益 - 269

特別利益合計 - 269

特別損失

投資有価証券評価損 14,028 -

特別損失合計 14,028 -

税引前四半期純利益 106,960 4,918

法人税等 41,521 1,795

四半期純利益 65,439 3,123
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 106,960 4,918

減価償却費 202,345 196,628

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,068 △912

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,100 △1,000

製品保証引当金の増減額（△は減少） △19,637 △9,262

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △10,838 △56,762

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,925 △5,400

受取利息及び受取配当金 △11,622 △12,254

支払利息及び手形売却損 25,035 18,354

固定資産除売却損益（△は益） 105 △619

投資有価証券売却損益（△は益） - △269

投資有価証券評価損益（△は益） 14,028 -

売上債権の増減額（△は増加） △507,330 △350,169

たな卸資産の増減額（△は増加） 551,128 △345,238

その他の資産の増減額（△は増加） △27,259 91,932

仕入債務の増減額（△は減少） 43,176 △13,411

未払消費税等の増減額（△は減少） 31,905 -

その他の負債の増減額（△は減少） △74,414 399,214

小計 326,338 △84,253

利息及び配当金の受取額 11,622 12,254

利息の支払額 △26,168 △18,067

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △29,348 △2,168

営業活動によるキャッシュ・フロー 282,444 △92,234

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △65,500 △310,500

定期預金の払戻による収入 60,000 161,000

有形固定資産の取得による支出 △87,955 △47,407

有形固定資産の売却による収入 1 619

無形固定資産の取得による支出 - △4,803

投資有価証券の取得による支出 △1,577 △1,773

投資有価証券の売却による収入 - 420

貸付けによる支出 △8,262 △1,000

貸付金の回収による収入 2,492 2,509

投資その他の資産の増減額（△は増加） 3,977 △72,015

投資活動によるキャッシュ・フロー △96,823 △272,949

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △108,340 △100,000

長期借入れによる収入 100,000 -

長期借入金の返済による支出 △276,070 △194,952

社債の発行による収入 - 100,000

社債の償還による支出 △42,400 △36,000

自己株式の純増減額（△は増加） △65 △470

配当金の支払額 △31,206 △30,744

財務活動によるキャッシュ・フロー △358,082 △262,167

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △172,461 △627,351

現金及び現金同等物の期首残高 2,858,802 3,179,073

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,686,340 2,551,722
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第２四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

該当事項はありません。

４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

当社の事業は舶用内燃機関及び部分品の設計・製造・修理・販売及びその関連事業を主体とした単一セグメント

であります。

　

①生産実績

当第２四半期累計期間の生産実績は次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同期比(％)

内燃機関関連事業 4,645,789 △16.6

(注) １．金額は、販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

②受注実績

当第２四半期累計期間の受注実績は次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

内燃機関関連事業 4,107,130 △32.7 5,025,539 △12.2

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

③販売実績

当第２四半期累計期間の販売実績は次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同期比(％)

内燃機関関連事業 4,645,789 △16.1

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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